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方向に対して直角に設置した．ひび割れ幅の

測定は，切欠き部に設置するクリップゲージ

により行った．なお，試験終了は荷重がゼロ

となった時点あるいは CMOD が 4.0mm に達

した時点とした．なお，破壊エネルギーGF

の算出には JCI-S-001-2003 の提案式を用い

た． 

５． 試験結果 

５．１ 割裂引張試験 

割裂引張強度－変位曲線を図 1 に示す． 

PL は 2.3～3.3 N/mm2を最大の割裂引張強度

として軟化が進行したことによりひび割れ

が発生し，変位に伴って荷重が大きく減少し

た．一方，HN の最大の割裂引張強度は 3.2

～3.8N/mm2 となり，若干のばらつきがある

ものの PL とほぼ同等の結果となり，最大の

割裂引張強度に対するガラス繊維ネットの

効果は小さかった．また，軟化の進行ととも

にひび割れが発生したが，その変位に伴う荷重の減少は小さく勾配も緩やかで

あった．これは，コンクリート内部に設置されたガラス繊維ネットの架橋効果

によるものと推察される．ガラス繊維ネットを設置することで，ひび割れ発生

後の靱性が向上したものと考えられる． 

５．２ 破壊エネルギー試験 

 荷重－ひび割れ開口変位(CMOD)曲線を図 2に示す．PL は 7.2～7.9kN を最

大荷重として軟化が進行するとともに急激な荷重の低下が生じた．一方，HN

の最大荷重は 6.4～8.0kN となり，若干のばらつきはあるものの PL とほぼ同等

の結果となり，最大荷重に対するガラス繊維ネットの効果は小さかった．ただ

し，ひび割れ発生後は，ガラス繊維による架橋効果により CMOD が 1.8mm～

2.5mm となるまで荷重の増加が見られた．CMOD が 1.8～2.5mm よりも大きく

なると荷重が再度低下し，CMOD が 3.5~4.0mm において荷重がゼロに漸近した．

次に，破壊エネルギーの比較を図 3に示す．破壊エネルギーは各試験体の平均

値とした．図より，HN の破壊エネルギーは PL よりも大きくなり，8.1 倍の破

壊エネルギー増加効果が認められた．これらより，コンクリート内部にガラス

繊維ネットを設置することで，破壊エネルギーが増加することやひび割れに対

する抵抗性が向上することが明らかとなった． 

６． まとめ 

ケーソンの壁コンクリートの打継目のひび割れ抑制対策としてガラス繊維ネットを適用し(写真 4)，その効果の確

認を行った結果，以下の知見が得られた．(1)ガラス繊維ネットを設置しても割裂引張強度の増加は小さいが，ガラ

ス繊維ネットの架橋効果によって最大の割裂引張強度に達した後の変位に伴う割裂引張強度の減少は緩やかとなり，

ひび割れ発生後の靭性が向上した．(2)ガラス繊維ネットを設置することで破壊エネルギーの増加が認められ，ひび

割れ発生後のひび割れに対する抵抗性が向上することが明らかとなった． 
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写真 4 ガラス繊維ネット設置状況
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